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ミカツ ノ ミドリイ シ サ ン ゴ，Aei’opor α hebes （Dana） の初期石灰化部位の 電子顕徴鏡的鍾察

伊 佐英信 （琉球 大 ・ 理 ・ 生 物）

Electron　 microscopy 　 on 　the　in｛tial　 calcification 　 site 　 of　 a　 staghorn 　cora1 ，　 Acropora　 hebses（Dana ）

YEISHIN 　 ISA

　イ シ サ ソ ゴ 類石灰化 に お け る 初期 の CaCOg 結晶形成 が 造骨細胞 の 内外 い ず れ に お い て 行 な わ れ るか は 議論 の

あ る とこ ろ で あ り，骨格表面特有 の ウ ロ コ 状構造物 の 成因に つ い て も十分な証拠 は な い 。 本報告で ｝t　AcrDPora

kebes（Dana ） の 成 長 率の 高い 頂端 ポ リブ を 非 脱 灰 の ま ま 凍結割断 及 び 超薄切片 を 作成 し．初期 石灰化部億

の 微細構造を SEM と TEM で観察した 。 初期石灰化 部位 の 造骨細胞内に は 1 〜数個 の ゴ ル ジ 体が み られ，

細胞の 末端部は 非常 に 小胞化 し，ミ ト コ ン ド リア も多 く分布 し微絨毛 が 発達 して い た 。 最初 の 微結晶 は分泌 さ

れた小胞内容物 の 上 に み られ，約 O．　05　”m に な っ た 球状晶 は 中空状 に 集 ま り約 1pm の 球状や半紡錘状 の 結晶

体，また は こ れ らが 2 個融合 し約 2 μ m ：の 紡錘状結晶体 に な っ た 。 生 じた 結晶体は 初 め 無方向に 集合し厚さ約

2 μm の 骨板 とな り，更に そ の 上 に 結晶体が無方向に 重 な り．厚さ約 20 μm の 骨板面 に は ウ ロ コ 状 に 集ま っ た

結晶体が 観察 され た 。

単体性造礁サ ン ゴ，ク サ ビラ イ シ類の 離脱面 の 骨格お よび紹綏 の 購造変化
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Strロ ctural 　 changes 　on 　the　detachment 　irl　 Fungia　fangites
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　きの こ 形 を 呈す る単体性造礁 サ ソ ゴ の ク サ ビ ラ イ シ 類は 生活史 の あ る 時期 に ，傘部が 柄部か ら離脱 し無性生

殖 を 行 な うこ と が 知 られ て い る 。 今 回．離脱面 の 骨格 お よび 組 織の 構造 を 観察 す る こ とに よ り，離脱現象の 解

明 を 試み た。材料 は沖縄瀬底島に て 採集 した。離脱 は 年間を通 して 行なわ れ て お り，また 暗黒飼育条件下 で も

観察 され た 。 離脱面 で は 通常 の 無色半透 明で 緻密 な 骨格が 白 色 不 透 明 で粉状 の も の へ と変化 し，非常に もろ く

な っ て い る 。 こ れは 骨格を構成す る 炭酸 カ ル シ ウ ム の 結晶束 が 溶解し，各結晶東間 が疎に な っ た 結果生ず る も

の で ある。一
方，粉末化 した 骨格 に 接す る造骨組織 は 肥厚 し た 円柱状 の 細胞 か らな り．多数の ミ ト コ ン ド リ

ア ，微絨毛あ る い は 分泌顆粒を もち，代謝活動 の 高 い 細胞に 変化して い る 。 こ れらの 結果 は 離脱 面 近 くの サ ソ

ゴ の 造骨組織 が 機能的 に 変化 し て 骨格を溶解 し．そ の 結果離脱が起 こ る とい うこ とを示唆 して い る 。

野外人工 池 か ら採集 したナ ミウズム シ の 眼 の 異常 の 種類．出現頻度お よ び体長 と の 関係
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The　 relation 　between 　body 　length　and 　abnormal 　eyes 　in　planaria　collected 　in　the 　artificial 　pond
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　東京都府 中市 の 東京農 工 大 学農場 の コ ン ク リート製人 工 池 （1．6 × 5．4m ）よ り，1979 年 5 月か ら1982 年 6 月

ま で 5 回 採集 を 行 な い 合 計 7，175 個体 の ナ ミ ウ ズ ム シ を 得 た e 過剰眼
・
不 完全 眼 ・奇形眼 の 種類と 出現頻度 お

よ び 体長 と の 関係を 主 に 調 査した 。 過剰限 を 持つ 虫は 3 眼 が 40個体．4 眼 が 8 個体，多 眼 が 3 個体，合 計51個

体 で 出現頻度 は 0．71％ 。 不 完全眼 は 21個体。奇形 眼 は 右眼 の 位置 に 大 きな 色素塊 が あ る虫 と，1 個 の 正常眼 が

頭部中央に ある虫の 計 2 個体。体長は 1 〜22Inm の 範囲 に あ り，8 〜 9mm が 最多数。過 剰眼 は 1 ，2 ，4 〜15，

17　mm の 体長 に ほ ぼ同率で，不 完全眼 は 3〜10mm に ほ ぼ 同率で ，奇形眼 は 2mm と 9mm に み られ た 。 こ れ ら

の 眼 の 異常 は ほ とん ど体長 15mm 以下に み られ ．大 きな虫で は稀で あ っ た。以上 の こ とか ら眼 の 異常 は 体長が

大 ぎくな る に つ れ て増加す る とは い えない よ うで あ る 。 出現頻度 は こ れ まで の 報告の 中で こ の 人 工池の もの が

最も低か っ た 。
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